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■
年
頭
の
ご
挨
拶

黒石地区コミュニティ主催

区対抗カローリング大会

１ 令和２ 年１月 令和２ 年１月 ４

■１１月２４日臨時総会開催される

区
長

莟

政
宏

会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、

良
き
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

自
治
会
活
動
の
目
的
で
も
あ
り

ま
す
自
助
共
助
の
強
い
気
持
ち

で
、
課
題
を
前
に
進
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
、
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
度
は
、
新
し
い
組
織
で

近
隣
と
の
温
か
な
心
の
触
れ
合

い
を
大
切
に
し
た
自
治
会
活
動

を
皆
様
方
と
と
も
に
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
り

ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

11月23日（土）、黒石市民センター体
育館において９時に開始。当団地区から
は、４チームが参加。歓喜や落胆の声が
上がるなか、黒団Ｂと黒団ママさんチー
ムが優勝するなどコミュニティー住民の
親睦が十分に果たされたようです。

■悠々クラブ活動紹介

十
一
月
十
七
日
（日
）定
例
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
毎
月
、
第
三
日
曜
日
に
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
自
治
会
会
員
の
60
歳
以

上
の
方
が
、
入
会
で
き
ま
す
。

誕
生
会
、
健
康
体
操
、
健
康
一
口
メ
モ

な
ど
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
誕
生
者
は
、
男
性
１
名
、
女
性

６
名
で
し
た
。
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
後
、

み
ん
な
で
、
足
振
り
運
動
や
ハ
ー
モ
ニ
カ

の
伴
奏
に
よ
り
、
童
謡
を
歌
い
童
心
に
返

り
、
楽
し
い
会
で
し
た
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
自
治
会
活
動
に
、

ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
懸
案
事
項
で
も
あ
り
ま

し
た
自
治
会
組
織
の
改
編
に
つ
い

て
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
意
見
を

お
聞
き
し
な
が
ら
会
議
を
重
ね
、

慎
重
に
検
討
し
た
結
果
、
十
一
月

に
開
催
し
た
臨
時
総
会
に
ご
提
案

し
、
承
認
を
得
る
に
至
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
不
安
や
ご
心

配
を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、

■１２月２８・２９日
年末防火・防犯パトロール実施

消
防
設
備
保
守
と
維
持
管
理
に
は
、
定
期
点
検
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
経
年
劣
化
に
よ
り
、

倉
庫
の
塗
装
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
黒
石
団
地
区
全
域
の

防
災
設
備
の
維
持
・管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■消防倉庫を
塗装しました

改
修
期
間

10
月
21
日
～
11
月
15
日

施
工
事
業
所

池
田
塗
装

12月28日
に行われた
パトロール
は、自主防
災組織の
分隊長（組長）が先導し、隊員（班長）、防
災顧問・助成団体・一般参加の巡回員により、
３コースを巡回。青パトも３台で団地内を巡
回しました。婦人部員・行事部員の方々、支
援、お疲れさまでした。

なお、29日は、雨天
が予想されましたので、
関係者のみで、「いざ
その時！」という応急
搬送等のDVD視聴と関
係者による青パトの巡
回等にとどめました。

組 戸数 出席 委任状 小計 出席率
東 １４２ ２０ １０７ １２７ ８９．４
西 １６８ ２２ １０２ １２４ ７３．８
南１ １１６ １３ ８６ ９９ ８５．３
南２ １１７ ９ ８２ ９１ ７７．８
北１ １３７ １９ ９９ １１８ ８６．１
北２ １１３ １６ ８４ １００ ８８．５
中 ２１４ ３３ １３７ １７０ ７９．４
計 １００７ １３２ ６９７ ８２９ ８２．３

【臨時総会定足数計算表】

まず、高良総務担当副区長より、
総会成立の報告があり、莟区長の
挨拶（臨時総会を開くこととなっ
た経緯を含む）と続きました。
議長に本田氏（西）、書記に、

吉村氏（南１）、議事録署名人と
して中村氏（南１）庄屋氏（東）
がそれぞれ挙手により立候補し、
拍手により選任されました。

～組織改編（案）を審議、承認～

議長より、総会資料（事前全戸配
布）に基づき、議事が読み上げられ、
関連する５つの項目について、執行部
の一括説明の要請がありました。高良
総務担当副区長より、スライドによる
説明を行い、続けて、古瀬組長より、

黒石団地区自治会ＨＰ http://www.kuroisidantiku.jp/

９回の協議を重ね49戸減の大幅な改
編となった中組の班編成について、
詳しい説明があり、審議の結果、承
認されました。
新組織による運用は、令和２年度

４月となりますが、１月中旬～２月
中旬の班内会議、３月の防災訓練は、
新組長・班長もご参加ください。



■

11
月
10
日

合
志
市
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰
さ
れ
る

～
自
治
会
助
成
団
体

く
ぬ
ぎ
サ
ロ
ン

～

合
志
市
自
治
基
本
条
例
に
謳
わ
れ
て

い
る
市
民
や
市
議
会
、
行
政
の
三
者
に

よ
る
「
協
働
」
を
、
市
民
の
責
務
と
し

て
実
践
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
対
し
、
表
彰
制
度
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

18
年
に
わ
た
り
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
や

不
安
の
解
消
、
認
知
症
の
予
防
と
い
う
観

点
か
ら
会
話
や
相
談
の
場
づ
く
り
、
健
康

体
操
、
食
事
会
な
ど
幅
広
く
活
動
を
行
い
、

高
齢
者
の
支
援
活
動
に
貢
献
し
た
事
に
よ

り
、
く
ぬ
ぎ
サ
ロ
ン
代
表
の
東
雅
春
氏
が
、

市
長
よ
り
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

３ 令和２年１月 令和２年１月 ２

■１２月２２日 年の瀬 餅つき大会開催

■１１月６日 「ひまわりランチバイキング」実施

今回のバイキング形式の試食会は、ご
参加いただいた方々から、「メニューは、
揚げ物、煮物、酢の物、サラダなどバラ
ンスを考え、季節の食品もあって、見た
目も味付けも満足！」という感想が聞か
れました。

民
生
児
童
委
員
を
中
心
に
、
月
一
回
、
認
知
症

予
防
の
取
り
組
み
や
、
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

食
事
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
！

連
絡
先
＝
く
ぬ
ぎ
サ
ロ
ン
代
表

東

雅
春
☎

■民生児童委員の退任

民生児童委員

丸山クニ子様
在任期間２１年

民生児童委員

倉野昭宏様
在任期間１２年

民生児童委員

東雅春様
在任期間１８年

■新任の民生児童委員

民生児童委員

阪口隆利様
北１組・北２組
１～５班を担当

民生児童委員

西岡富美子様
東組・中組新４・５班
北２組新６班を担当

現在は、月２回（第２・４水）、
高齢者対象ですが、今後は、
夕飯準備の主婦（夫）の方へも
サービスを拡大します。

お申し込み先：
代表 児玉(242-3740)まで

■ひまわり倶楽部 活動紹介

11月10日 【パンジーの花苗植え】

鹿沼土洗い

12月1日① ②

ひまわり倶楽部総会

🌼 年間事業（事例）
公民館玄関のプランター
花植えを行いました。

会員相互の親睦を図り、

地域社会のためにささや

かな社会奉仕を行うこと

を目的とする助成団体

です。

【年間事業】（抜粋）

健康づくり出前講座

自治会行事の協力支援

（どんどや・餅つきほか）

後列右から３番目が東氏

２
４
２
－
１
９
０
７

日
頃
よ
り
、
黒
石
団
地
区

住
民
の
援
助
を
必
要
と
す
る

方
へ
、
生
活
に
対
す
る
相
談
や

日
常
的
に
声
掛
け
な
ど
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
利
用
で
き

る
よ
う
情
報
提
供
や
援
助
、
社

会
福
祉
に
関
す
る
事
業
や
活

動
も
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

丸
山
様
、
東
様
、
倉
野
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
の
職
務

を
永
年
に
わ
た
り
果
た
し
て
こ

ら
れ
、
十
一
月
を
も
っ
て
、
そ

の
任
期
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
献
身
的
に
活
動
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
自
治

会
一
同
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

後
任
に
、
阪
口
様
、
西
岡
様

が
委
嘱
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
再
任
の
松
隈
敏

彦
様
は
、
南
１
・
２
組
を
担
当
、

島
村
保
夫
様
は
、
西
組
及
び
・

中
組
新
１
・２
・３
班
を
担
当

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

【行事の目的】住民が、
世代を超えて交流する
場を作り、子どもたち
を中心に団地住民の融
和と活性化につなげる。

前日、25kgのもち米を
水に浸けて準備。前日か
らガス周囲は、有志の方
手作りの風対策を完了。
９時。熱湯で暖められて
いた“臼”に、蒸し上がった
餅米を投入。行事部や有
志の方、自治会関係者が
力強くつき、続いて、将来
の団地の担い手の子ども
達が餅つきを体験しました。

鏡餅を成型し、あんこ
餅・小餅を丸め、ぜん
ざい、のり醤油、納豆
で食し、皆さんのお腹
を満たしました。

もち米 :２５kg


